
脳
血
管
疾
患
を
防
げ

　高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
、血
圧
を
管
理
し
よ
う

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

　エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
ん
医
療
に
取
り
組
む

　県
西
地
域
の
基
幹
病
院

P
2

P
6

P
8
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まちづくり情報誌

血
圧
を
測
り
、
健
康
を
知
る

1日号No.1162
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健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0

協
力:

一
般
社
団
法
人
小
田
原
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
6
2
3

　
脳
動
脈
の
異
常
が
原
因
で
起
こ
る
病
気

の
総
称
。
脳
の
血
管
が
詰
ま
る「
脳
梗こ

う

塞そ
く

」

や
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る「
脳
出

血
」「
く
も
膜
下
出
血
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
は
、

全
国
・
県
平
均
と
比
べ
て
高
く
、
過
去
16

年
間
で
、
県
内
19
市
中
ワ
ー
ス
ト
1
位
が

10
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
の
統
計
で
は
、
人
口
10
万
人

に
対
し
、1
0
0

・

4
人
が
脳
血
管
疾
患

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
、行
政
だ
け
で
な
く
、

小
田
原
医
師
会
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
に

関
連
す
る
多
く
の
団
体
が
一
緒
に
、
脳
血

管
疾
患
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
講
演
会
や
地
域
に
出
向
い

た
健
康
教
育
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
小

学
生
を
対
象
に
し
た「
目
指
せ
！
Sし

おiO

博
士
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
脳
血
管
疾
患
の
一
番
の
原
因
は
、
高
血

圧
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
血
管
疾
患
と
は

高
い
脳
血
管
疾
患
死
亡
率

脳
血
管
疾
患
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
さ
ら
い

高
血
圧

県内19市の脳血管疾患死亡率

高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
、

血
圧
を
管
理
し
よ
う

脳
血
管
疾
患
を
防
げ

広
報
小
田
原
で
は
、
5
月
1
日
号
か
ら

「
健
康
だ
よ
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

脳
血
管
疾
患
に
対
す
る
予
防
法
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

脳
血
管
疾
患
の
一
番
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、「
高
血
圧
」。

高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
血
圧
管
理
が
重
要
で
す
。

三
浦
市

逗
子
市

鎌
倉
市

横
須
賀
市

小
田
原
市

南
足
柄
市

全
国
伊
勢
原
市

平
塚
市

厚
木
市

綾
瀬
市

秦
野
市

神
奈
川
県

相
模
原
市

横
浜
市

茅
ヶ
崎
市

藤
沢
市

座
間
市

川
崎
市

大
和
市

海
老
名
市

120
（人）

80

70

60

50

40

30

20

10

0

40

0

〔人口10万人対〕

平成26年人口動態統計、神奈川県衛生統計より

100.4
91.1

68.9

7.3 8.9 12.5

23.8 23.8

61.7

120未満
80未満

発症率
（%）

収縮期血圧
拡張期血圧
（mmHg）

120〜129
80〜84

130〜139
85〜89

140〜159
90〜99

160〜179
100〜109

180以上
110以上

脳血管疾患発症率

血圧値別にみた脳血管疾患発症率

約8.5倍!!
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1�

本
態
性
高
血
圧
・
・
・
遺
伝
と
生
活
環

境
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
、
全
体
の
90

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
高
血
圧
。

2�

二
次
性
高
血
圧
・
・
・
腎
疾
患
や
ホ
ル

モ
ン
異
常
な
ど
、
他
の
病
気
が
原
因
で

あ
る
高
血
圧
。

　
本
態
性
高
血
圧
は
、
遺
伝
的
体
質
に
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
環
境
が
影
響
し
、
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
環
境
を
作
り

上
げ
る
の
が
、毎
日
の
生
活
習
慣
で
す
。

高
血
圧
の
種
類
は
二
つ

本
態
性
高
血
圧

塩 分
摂 取

肥 満

肥満

ストレス

喫 煙

運 動
不 足

糖尿病アルコール

遺伝的体質

減
塩
を
心
掛
け
よ
う
！

　
小
田
原
市
民
の
生
活
習
慣
の
特
徴
に
、

塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
塩
分
摂
取
量
は
、1
日
8
グ
ラ
ム
未
満

が
目
標
で
す
。

①�

調
理
す
る
と
き
は
、
計
量
ス
プ
ー
ン
を

使
っ
て
塩
分
量
を
量
る
。

②�

食
品
成
分
表
示
を
見
て
、
食
品
に
含
ま

れ
る
塩
分
量
を
確
認
す
る
。

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
控
え
る
。

④�

天
然
だ
し
な
ど
を
使
い
、
味
付
け
を
工

夫
す
る
。

⑤�

野
菜
に
は
余
分
な
塩
分
を
体
外
に
排
出

す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、1
日
3
5
0

グ
ラ
ム
以
上
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。
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日
本
高
血
圧
学
会
の「
高
血
圧
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と

健
康
診
査
の
受
診
と
と
も
に
、
家
庭
で
の

血
圧
管
理
が
重
要
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

測
る
位
置

　
心
臓
の
高
さ
に
近
い
上
腕
部
で
測
る
と
、

血
圧
が
最
も
安
定
し
ま
す
。

測
る
条
件

　
朝
晩
各
1
回
以
上
の
測
定
が
望
ま
し

く
、
静
か
で
適
温
の
部
屋
で
測
り
ま
し
ょ

う
。測
定
前
の
喫
煙
、飲
酒
、入
浴
、カ
フ
ェ

イ
ン
摂
取
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　  

起
床
後
1
時
間
以
内
で
、
朝
食
前
に
ト

イ
レ
を
済
ま
せ
、
座
っ
て
1
〜
2
分
安

静
に
し
て
か
ら
測
定
。

　  

就
寝
前
に
、
座
っ
て
1
〜
2
分
安
静
に

し
て
か
ら
測
定
。

　
過
去
16
年
間
で
、
脳
血
管
疾
患
死
亡
率

ワ
ー
ス
ト
1
位
が
10
回
だ
っ
た
小
田
原
市

で
す
が
、
平
成
26
年
は
ワ
ー
ス
ト
5
位
に

な
り
ま
し
た
。脳
血
管
疾
患
予
防
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
、個
人
や
家
庭
、地
域
な
ど
で

取
り
組
ん
だ
効
果
が
、
少
し
ず
つ
表
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
は
、
ま

だ
ま
だ
高
い
状
況
で
す
。
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
、
今
後
も
脳
血
管
疾
患
死
亡
率

の
低
下
に
、皆
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

家
庭
で
血
圧
を
測
る

ワ
ー
ス
ト
1
位
→
ワ
ー
ス
ト
5
位

家
庭
で
正
し
く
血
圧
を
測
る
方
法

血
圧
を
管
理

継
続
す
る
こ
と
が

大
事

家
庭
で
血
圧
を
測
る
こ
と
で
・
・
・

1
正
確
な
値
の
把
握

　
血
圧
は
季
節
や
時
間
で
変
動
す
る
た

め
、同
じ
状
態
で
測
る
こ
と
で
、よ
り
正
確

な
値
が
分
か
る
。

2
「
仮
面
高
血
圧
」
の
早
期
発
見

　
診
察
室
で
測
っ
た
血
圧
が
正
常
で
も
、

家
庭
で
測
る
血
圧
が
高
い
「
仮
面
高
血

圧
」
が
早
期
に
発
見
で
き
る
。

3
「
白
衣
高
血
圧
」
が
分
か
る

　
診
察
室
で
測
っ
た
血
圧
が
高
く
て
も
、

家
庭
で
測
る
血
圧
が
正
常
な
「
白
衣
高
血

圧
」
が
分
か
る
。

4�

血
圧
タ
イ
プ
の
把
握

　
自
分
の
血
圧
の
タ
イ
プ
が
分
か
り
、
生

活
習
慣
の
確
立
や
高
血
圧
の
診
断
に
役
立

つ
。

朝夜

ヨガやストレッチなど、適度な運動をすることも、
脳血管疾患の予防になります
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　この夏、リオデジャネイロ五輪における日本選手団の大
活躍に、国内は大いに沸きました。この稿を書いている8月
中旬現在、まだ半分近くの競技を残していますが、4年後
に向けてますます期待が膨らんでいます。
　リオ五輪に先立って小田原で行われた女子バスケット日
本代表チームの強化試合では、世界レベルのアスリートの
迫力に、メインアリーナを埋め尽くした市民は圧倒されまし
た。リオでも代表チームは世界ランキング上位の各国と互
角に戦い、見事に決勝トーナメント進出を決めています。
　小田原を合宿地とすることで協定が結ばれているラグ
ビーも、7人制のチームがニュージーランドを撃破するな
ど、4位入賞の大活躍。15人制だけでなく、女子やU-20
なども含め、今後の育成強化次第で、2019・2020ともに、
さらなる飛躍が期待されます。
　陸上では、小田原出身の松下祐樹選手の400mハードル
に向け、市内でも応援熱が高まり、15日のパブリックビュー
イングなど準備が進められています。今回は出場が叶

かな

わな
かった相洋高校陸上部の青木りん選手も、インターハイで
優勝するなど、4年後に向け着 と々力を蓄えています。
　ホストタウンの動きも複数あります。既に決定しているア
フリカのエリトリア。オリンピック委員会会長（国王の弟）が
視察に来られ小田原・箱根に強い関心を示しているブータ
ン。水産分野などで交流が見込まれる中、小田原での事
前キャンプを検討しているモルディブ。今回女子バスケット
の強化試合で代表チームが小田原に滞在、当地をとても
気に入ってくれたセネガル…。それぞれ、今後の具体化へ
検討が行われますが、スポーツを介した国際交流がごく身
近で展開できる貴重なチャンスであり、実現に向けしっかり
各国とコミュニケーションを図っていきます。
　小田原での施設整備も、9月からいよいよ城山陸上競技
場の改修工事が始まり、本格化していきます。従来からの
陸上競技や各種スポーツイベントに加え、フィールドを整備
することでラグビーやサッカーの受け入れができるようにな
る他、管理棟内の諸機能なども充実へ。まさに、小田原の
スポーツ全体のレベルアップにつながる基幹施設となりま
す。
　2019・2020は、おそらくアッという間にやってくるでしょ
う。小田原を挙げて、しっかりと準備を進めていきましょう。

小田原市長　加藤 憲一

「はつらつ健康相談」
　血圧や血管年齢を測り、健康や栄養について保健師
や栄養士に相談できます。自治会や健康おだわら普及
員と協力し、公共施設などで行っているので、気軽に参
加してください。
　詳しい日程などは、健康カレンダーや各自治会の回覧
でご確認ください。

 「生活習慣病予防教室」
テーマ「知って安心! 脳卒中予防講演会」
日  時 11月10日（木） 午後2時〜3時30分
場  所 保健センター3階 大会議室

※ 各教室について詳しくは、市ホームページなどでご確
認ください。

「健康おだわら普及員」
　市内全26地区には、「健康おだわら普及員」がいま
す。運動や栄養に関する健康教室、家庭のみそ汁の
塩分測定や減塩みそ汁の試飲会などを実施し、地域
の皆さんの健康を手助けしています。

相談したり、教室に参加したり!

地域で教室などを開いています !

 「健康増進教室」
テーマ「みんなで見よう！ 健診結果の見方」
日  時 9月29日（木） 午後2時〜4時
場  所 保健センター3階 大会議室

「2019・2020に向けて」



6

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す

　
「
小
田
原
市
低
炭
素
都
市
づ
く
り
計
画
」

で
は
、「
都
市
構
造
」「
交
通
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
み
ど
り
」
の
各
分
野
の
取
り
組
み

を
総
合
的
に
行
う
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
負

荷
の
少
な
い
都
市
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
分
野
で
掲
げ
た
取
り
組

み
の
一
つ
に
、「
建
物
間
熱
融
通
」
が
あ
り
ま

す
。

建
物
間
熱
融
通
と
は

　
近
接
す
る
建
物
を
配
管
で
つ
な
ぎ
、
冷
暖

房
に
使
う
冷
温
水
を
共
用
す
る
な
ど
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
を
図
る
方
法
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
設
備
が
縮
小
さ
れ
、
効
率
的

な
運
転
が
可
能
に
な
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
や
運
転
費
用
が
減
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
イ
ー
ス
ト
と

川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
で
建
物
間

熱
融
通
を
実
施
。
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

が
環
境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
て
熱
源
機
器

や
配
管
な
ど
を
整
備
し
、
マ
ロ
ニ
エ
へ
冷
温

水
を
供
給
し
ま
す
。マ
ロ
ニ
エ
は
熱
源
機
器

を
更
新
せ
ず
、
供
給
さ
れ
た
冷
温
水
の
使
用

料
を
支
払
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
効
果

　
両
施
設
で
は
、事
業
実
施
前
と
比
較
し
て
、

年
間
1
0
7

・8
ト
ン（
16
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、
杉
が
１
年
間
で
吸
収
す

る
二
酸
化
炭
素
量
で
換
算
す
る
と
、
な
ん
と

7
7
0
0
本
分
！

　
冷
温
水
の
供
給
は
4
月
1
日
か
ら
始
ま

り
、
削
減
目
標
に
向
け
て
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
内
事
業
所
な
ど
に
建
物
間
熱

融
通
を
は
じ
め
と
し
た
取
り
組
み
を
促
し
、

都
市
の
低
炭
素
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、

平
成
26
年
に「
小
田
原
市
低
炭
素
都
市
づ
く
り
計
画
」
、

平
成
27
年
に「
小
田
原
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」を
策
定
し
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
良
好
な
生
活
環
境
を

守
り
、
育
て
て
い
ま
す
。

市
民
、
事
業
者
、
行
政
、一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

事 業 実 施 前

事 業 実 施 後

ダイナシティイースト

ダイナシティイースト

マ ロ ニ エ

マ ロ ニ エ

CO2

CO2

CO2

平成 5 年開業 平成 8 年開館

熱源機器

熱源機器

熱源機器

約20 年
経  過

両 施 設 と も 熱 源 機 器 の 更 新 時 期 を 迎 え て い た

冷温水の使用料

冷温水の供給

高効率機器へ更新　熱源機器の集約化

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す

 

都
市
政
策
課
　
☎
33 - 

1
3
0
7 　 
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課
　
☎
33 - 

1
4
2
4　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
1
4
6

熱交換器
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「
小
田
原
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
進
め
る
こ
と
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
自
給
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
給
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
電
源
確
保
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

わ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

  

お
茶
と
電
気
を
一
緒
に
作
る

　
農
地
に
支
柱
を
立
て
、
上
部
空
間
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
「
営
農
型
太
陽
光

発
電
」
。
農
作
物
と
発
電
設
備
が
日
照
を
分

け
合
う
た
め
、「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
3
月
に
、農
地
の
一
時
転
用
の
許

可
を
得
て
、
荻
窪
で
県
内
初
と
な
る
営
農
型

太
陽
光
発
電
事
業
を
始
め
た
守
屋
栄
治
さ
ん

は
、一
般
家
庭
約
15
世
帯
分
の
電
力
を
発
電
。

　
守
屋
さ
ん
は
、「
農
地
で
安
定
し
た
売
電

収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
も
安

心
し
て
農
業
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

 

広
域
避
難
所
の
小
学
校
で
太
陽
光
発
電

　
災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
時
の
電
力
を
確
保

す
る
た
め
、
広
域
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
屋
上
を
民
間
事
業
者
に
貸
し

出
す
「
太
陽
光
発
電
屋
根
貸
し
事
業
」
に
よ

り
富
水
・
下
曽
我
・
町
田
小
学
校
に
、
県
の

補
助
金
を
活
用
し
て
片
浦
小
学
校
に
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
。
停
電
時
は
、
非
常
用

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
気
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や

省
エ
ネ
に
取
り
組
む
人
を
支
援
し
ま
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
奨
励
金
制
度

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
課
さ

れ
た
固
定
資
産
税
相
当
額
を
、奨
励
金
と
し

て
交
付
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

　
市
民
や
事
業
者
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
を
広

め
る
た
め
、そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
や
、
紹
介
し
た
い
取
り
組
み

が
あ
り
ま
し
た
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

 

考
え
る
き
っ
か
け
を

　
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め
る
た
め
、
市
民

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
場
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
カ
フ
ェ
」
を
実
施
。

　
7
月
30
日
、
い
こ
い
の
森
で
行
わ
れ
た

「
き
ま
つ
り
」
で
、「
小
水
力
発
電
」
に
よ
り
、

L
E
D
灯
を
つ
け
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
50
組
の
親
子
に
、
小
水
力
や
太
陽
光

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

で
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
す
る
意
義
を
説
明
。エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
自
給
す
る
ま
ち
へ

守屋栄治さん

お茶の栽培と太陽光発電

片浦小学校屋上の太陽光発電

いこいの森で「小水力発電」の実験
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肝
臓
、
胆
の
う
、
膵す

い

臓
な
ど
の
肝
胆
膵
領

域
に
は
、
胆
の
う
結
石
症
な
ど
の
良
性
疾
患

と
、
肝
臓
が
ん
、
胆
管
が
ん
、
膵
臓
が
ん
な

ど
の
悪
性
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
著
し

く
増
加
す
る
こ
れ
ら
の
が
ん
の
治
療
の
特
徴

は
、が
ん
部
分
を
切
り
取
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
、そ
の
手
術
に
は
高
度
な
専
門
性
と

技
術
が
必
要
で
す
。

　
市
立
病
院
の
外
科
に
は
、
多
く
の
肝
胆
膵

高
難
度
手
術
を
手
掛
け
た
経
験
を
持
つ
医

師
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は

「
か
か
り
つ
け
医
」で
あ
る
地
域
の
医
療
機

関
か
ら
、専
門
的
な
医
療
を
必
要
と
す
る
患

者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
立
病

院
の
治
療
を
経
て
症
状
が
安
定
し
た
患
者

さ
ん
は
、紹
介
元
の「
か
か
り
つ
け
医
」で
そ

の
後
の
経
過
を
診
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

そ
の
た
め
、
外
科
の
医
師
は
地
域
の
医
院
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
を
訪
問
し
、
市
内
の
医
師

な
ど
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
す
る

な
ど
、
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。近

年
増
加
す
る
、

肝
胆
膵
の
が
ん

高
難
度
手
術
を
小
田
原
で

     P00273 経営管理課　☎34 - 3175

（左から）亀髙肝胆膵外科部長、宮崎前千葉大学臓器制御外科学
教授、牧野外科担当部長

市立病院は、重篤な救急患者を24時間体制で受け入れる、地域の基幹病院です。
がん医療の分野では、厚生労働省から「地域がん診療連携拠点病院」に指定され、

地域の皆さんが安心して、高度で専門的ながん医療を受けられるよう取り組んでいます。

県西地域の基幹病院
−−小田原市立病院−−

がん医療に取り組む
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手
術
を
的
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
、
手
術
室
の
看
護
師
は
特
に
厳
し
く
訓
練

さ
れ
、
術
後
を
過
ご
す
外
科
病
棟
の
看
護

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
放
射
線
技

師
チ
ー
ム
も
、
24
時
間
体
制
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
C
T
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
外
科
チ
ー
ム
は
多
職
種
が
連
携
し
て
、が

ん
医
療
に
取
り
組
む
体
制
を
築
い
て
い
ま

す
。

　

市
立
病
院
で
は
急
患
や
一
部
の
診
療
科

を
除
き
、「
か
か
り
つ
け
医
」で
あ
る
地
域
の

医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、
専
門
的
な

医
療
を
必
要
と
す
る
と
判
断
さ
れ
た
患
者

さ
ん
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
立
病
院

の
治
療
を
経
て
症
状
が
安
定
し
た
患
者
さ

ん
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」で
そ
の
後
の
経
過

を
診
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
立
病
院
の
外
科
で
は
医
師

　
市
立
病
院
は
、
質
の
高
い
が
ん
診
療
を
提

供
す
る「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

に
県
西
地
域
で
唯
一
、
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
症
状
に
応

じ
て
、
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
を

行
う
な
ど
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口「
が
ん

地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
に
も
取
り
組
む

多
職
種
で「
外
科
チ
ー
ム
」を
編
成

が
ん
診
療
の
拠
点
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

清家外科部長（左から二人め）と外科チームメンバー

大
都
市
レ
ベ
ル
の

医
療
を
目
指
し
て

�

肝
胆
膵
外
科
部
長
　
亀
髙
　
尚ひ

さ
し

　
肝
胆
膵
領
域
の
が
ん
は
悪
性
度
が
高

く
、
他
の
部
位
の
が
ん
に
比
べ
、
ま
だ
ま

だ
根
治
へ
の
道
は
険
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
田
原
に
も
高
度
で
専
門
的
な
病
院
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
病
状
が
早
期
の
う
ち
に
治
療
を
始
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、
小
田
原

で
13
年
間
、
外
科
医
の
仕
事
に
全
身
全
霊

を
か
け
て
邁ま

い

進し
ん

し
て
き
た
私
の
強
い
思
い

で
す
。

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、が
ん
専
門

の
看
護
師
や
相
談
員
が
患
者
さ
ん
や
家
族

の
話
を
伺
い
、
課
題
や
気
持
ち
を
整
理
し
な

が
ら
一
緒
に
考
え
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　
相
談
は
面
談
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
家
族
の
他
、
市
立
病

院
に
受
診
歴
の
な
い
人
も
無
料
で
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

里
帰
り
分
べ
ん
の

受
け
入
れ
再
開

　
平
成
27
年
1
月
よ
り
新
規
受
け
入
れ

を
休
止
し
て
き
た
、
市
立
病
院
の
「
里
帰

り
分
べ
ん
」
。

　
分
べ
ん
予
定
日
が
平
成
28
年
9
月
の

人
か
ら
、
新
規
受
け
入
れ
を
再
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
患
者
さ
ん
の
状
況
に
よ
っ
て
は

受
け
入
れ
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

医
事
課
　
☎
34 - 

3
1
7
5

0
平成15

肝切除

市立病院における肝切除・膵切除の症例数の変遷

膵切除
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

10

20

30

40

50

60
（件）

（年）

が
地
域
の
医
院
や
ク
リ
ニッ
ク
な
ど
を
訪
問

し
、
市
内
の
医
師
な
ど
と
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
を
進
め
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
診

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室
内

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

相
談
受
け
付
け
…
月
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

☎
34-

3
1
7
5
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自転車の絵文字が描かれた

 自転車ネットワーク路線
広まる

自転車は「車両」。例外を除き、車道の通行が基本です。

平成24年に国が策定したガイドラインで改めて示され、

市では、自転車通行空間の整備を進めています。

　
自
転
車
は
車
道
の
左
端
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
歩
道
や
車
道
の
右
端
を
通
行
す
る
人
が

多
く
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
浸
透
さ
せ
、自
転
車
が
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
、車
道
の
左
端
に「
自
転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵

文
字
）」を
描
き
、
通
行
空
間
を
分
か
り
や
す
く
示
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
は

車
道
の
左
端
を
通
行

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に「
小
田
原
市
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」を
策
定
。
自
転
車
交
通
量
の
多
い
小

田
原
駅
周
辺
や
鴨
宮
駅
周
辺
を
重
点
整
備
区
域
に
指

定
し
、
区
域
内
の
幹
線
道
路
を「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
路
線
」に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
路
線
に
は
、市
道
だ
け
で
な
く
、国
道
や
県
道
も
含

ま
れ
る
た
め
、国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
自
転
車
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
を
描
く
な
ど
、整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、鴨
宮
駅
南
口
の
市
道
に
自
転
車
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
描
き
、路
線
を
整
備
。
今
年
度
は
、お
城
通

り
交
差
点（
Ｕう

ＭめＥ
ＣこＯ
前
）か
ら
栄
町
一
丁
目
交
差
点

（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
）ま
で
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。

　
市
の
計
画
は
、国
土
交
通
省
、警
察
庁
が
定
め
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
策
定
し
て
い
ま
す
。7
月
19
日

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
、従
来
、各
自
治
体
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
路
面
表
示
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、統
一
さ
れ
た
表
示
を
採
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

自
転
車

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

市内で施工された
自転車ピクトグラムの例

  道水路整備課　☎33-1543 P14100

自転車通行空間
1.0m以上

自転車の
通行
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公
文
書
の
公
開
や
個
人
情
報
の
開
示
を

請
求
す
る
と
き
は
、
市
役
所
4
階
・
行
政

情
報
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
書
き
、
同
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
原
則
と
し
て

請
求
者
本
人
が
行
う
た
め
、
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。
公
文
書
の
公
開
請
求
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運

用
状
況
報
告
書
は
、
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー

と
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
な
ど
に
よ

り
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開
す
る
制

度
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
市
が
持
つ
行
政
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
、
市
に
は
説
明
責
任
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
に
公
文
書
の
公

開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
は
請
求

に
応
じ
て
公
文
書
を
公
開
し
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
方
を
定

め
、
個
人
の
権
利
・
利
益
の
損
失
を
防
止

す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
条
例
に
よ
り
制
限
を
設
け
、

個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
い
、
保
護
し

て
い
ま
す
。

　
市
が
持
つ
公
文
書
の
個
人
情
報
は
、
本

人
の
開
示
請
求
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
公
文
書
の
公
開
請
求
者

は
4
9
0
人
、
請
求
件
数
は
1
2
6
1
件
。

個
人
情
報
の
開
示
請
求
者
は
75
人
、
請
求

件
数
は
82
件
で
し
た
。

　
市
が
持
つ
個
人
情
報
の
内
容
の
訂
正
を

求
め
る
請
求
や
、
取
り
扱
い
の
利
用
停
止

を
求
め
る
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
市
と
同
様
に
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
が
適
用
さ
れ
る
指
定
団
体

で
あ
る「
一
般
財
団
法
人
小
田
原
市
事
業

協
会
」「
公
益
財
団
法
人
小
田
原
市
体
育
協

会
」「
株
式
会
社
小
田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」の
3
団
体
に
は
、
平
成
27
年
度
中

に
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

処理状況 件数 主な請求内容
公開 1,120

建築計画概要書、
工事の設計書、
建設リサイクル法に基づく
解体届け出の受付簿 など

一部公開　※１ 126
非公開 1
不存在 6
存否応答拒否 0
取り下げ 8
合計 1,261

処理状況 件数 主な請求内容
開示 42

印鑑登録証明書交付申請書、
市立病院のカルテ など

一部開示　※ 2 23
不開示　　※ 3 15
却下 0
存否応答拒否 0
取り下げ 2
合計 82

公文書の公開請求に対する処理状況・主な請求内容 個人情報の開示請求に対する処理状況・主な請求内容

※１　一部公開は、個人情報などの非公開情報が含まれている 
　　　場合です。

※ 2　一部開示は、本人以外の個人情報などの非公開情報が 
　　　含まれている場合です。
※ 3　不開示は、「不存在（請求された文書が存在しない場合）」 
　　　も含みます。
※ 特定個人情報の開示請求はありませんでした。

 
平
成
２7
年
度
　「
情
報
公
開
制
度
」と「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の
運
用
状
況

市
で
は
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、

市
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

市
が
持
つ
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

  
総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
8
8

情
報
公
開
制
度
と
は

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

制
度
の
運
用
状
況

請
求
方
法

　行政情報センターでは、
市の情報窓口として、情報
公開や個人情報開示請求の
相談・受け付けの他、市の
行政資料の閲覧・コピーや
有償刊行物の販売も行って
います。

行政情報センターを
ご利用ください！

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
8
5
5
4

　
１
月
か
ら
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
番
号
を

含
む
個
人
情
報
は
、「
特
定
個
人
情
報
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
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お
金
が
か
か
ら
な
い
！

　
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
利
用
に
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん（
通
信
料
は
か
か
り
ま
す
）。

記
事
を
保
存
で
き
る
！

　
忘
れ
て
は
い
け
な
い
案
内
や
、
応
募
し

た
い
募
集
告
知
な
ど
、
気
に
な
る
記
事
を

お
手
軽
、
簡
単
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
な
た
が
興
味
の
あ
る
分
野
の

行
政
情
報
が
届
く
！

　
登
録
し
た
「
興
味
の
あ
る
分
野
」に
沿
っ

て
県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
政
情

報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

他
の
市
町
村
の
広
報
紙
も
！

　
マ
チ
イ
ロ
で
広
報
紙
を
配
信
し
て
い
る

自
治
体
は
約
4
0
0
。
配
信
さ
れ
て
い
れ

ば
、
以
前
住
ん
で
い
た
町
や
近
隣
市
町
村

の
広
報
紙
な
ど
も
、
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

写
真
は
「
i
広
報
紙
」
の
も
の
で
す
。

　
9
月
15
日（
木
）か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

で
、
小
田
原
の
広
報
紙
が
読
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ら
、「
お

住
ま
い
の
エ
リ
ア
」
「
興
味
の
あ
る
分
野
」

「
性
別
・
生
年
月
」
を
入
力
し
、
広
報
小

田
原
の
配
信
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登

録
完
了
後
は
毎
月
の
発
行
日
に
、
広
報
小

田
原
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
政
情
報
が
配
信
さ
れ

る
マ
チ
イ
ロ
。

　
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※�

「
マ
チ
イ
ロ
」
は
、株
式
会
社
ホ
ー
プ
が�

配
信
し
ま
す
。な
お
、
9
月
15
日（
木
）ま�

で
は
、「�
i
広
報
紙
」
と
い
う
名
称
で
配

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
A
p
p
��
S
t
o
r
e
」ま
た
は
、

�「
G
o
o
g
l
e
�P
l
a
y
」か
ら

「
マ
チ
イ
ロ
」
で
検
索
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

広
報
小
田
原
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
か
ら

こ
こ
が
す
ご
い
よ 

マ
チ
イ
ロ

　
　

　
日
没
が
早
ま
る
季
節
で
す
。
夕
暮
れ
ど

き
や
夜
間
に
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き

は
、
歩
行
者
な
ど
に
十
分
注
意
を
払
い
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
「
自
転
車
も
　

の
れ
ば
車
の
　
な
か
ま
い
り
」
を
意
識
し
、

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
歩
行
者
も
安
全
確
認
の
徹
底
と
、

反
射
材
を
身
に
着
け
る
な
ど
の
対
策
で
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

9
月
15
日（
木
）か
ら
　
広
報
小
田
原
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
配
信

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

  

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
1

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
3
1
1
9

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
0
6
8

9
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

9
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
事
故
死
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

「
安
全
は
　

　
　
こ
こ
ろ
と
時
間
の
　
ゆ
と
り
か
ら
」

さまざまな市町村の広報紙

広報紙の配信（南足柄市）

QRコード

保存

行政情報の配信
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市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原
、
小
田
原

箱
根
商
工
会
議
所
で
は
、
首
都
圏
に
住
ん

で
い
る
若
者
が
小
田
原
で
働
き
た
く
な
る

よ
う
、「
U
I

タ
ー
ン
就
職
」
を
応
援
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
小
田
原
で
の
就
職
や
移
住
を
考
え
る
お

子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
、
友
人
な
ど
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

日
時�

10
月
20
日（
木
）

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

場
所�

東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
　

　
　�

出
会
い
の
フ
ロ
ア

（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
2-

7-

1
　

小
田
急
第
一
生
命
ビ
ル
21
階
）

内
容
・�

市
内
企
業
約
20
社
が
、
ブ
ー
ス
で

各
企
業
を
説
明
、
採
用
面
接

・�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原
に
よ
る
就

職
相
談

・
地
域
情
報
、
行
政
情
報
の
提
供

対
象�

市
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
若
年
者

お
よ
び
一
般
の
人（
中
学
・
高
校
卒
業

予
定
者
を
除
く
）

参
加
費
無
料（
入
退
場
自
由
）

参
加
企
業�
9
月
上
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
。
10
月
5
日
前
後
か
ら
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
検

索
端
末
で
求
人
票
を
閲
覧
可
能
。

  
都
市
計
画
課
　
☎
33 - 

1
2
6
7

  

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
4

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
9
9
1
3

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
1
0
3

9
月
20
日（
火
）は
バ
ス
の
日

　
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
の
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
路
線
バ
ス
。
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
ま
す
ま
す
生
活
を
支
え

る
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
や
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
、
バ
ス
停
ま

で
歩
く
こ
と
で
健
康
増
進
に
も
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
4
社
が
路
線
バ
ス
を

運
行
。
平
成
14
年
以
降
、
利
用
者
の
減
少

や
採
算
性
の
低
下
な
ど
の
理
由
で
、
大
幅

に
減
便
・
廃
止
さ
れ
、
市
内
に
は
路
線
バ

ス
の
運
行
が
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
2
年
半
に
わ
た
り
、
地
域
、
バ
ス
交
通
事

業
者
、
市
で
協
議
を
重
ね
た
橘
地
域
で
は
、

3
月
か
ら
バ
ス
路
線
の
再
編
に
伴
う
3
年

間
の
実
証
運
行
を
開
始
。
今
後
は
、利
用
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、運
行
見
直
し
を
含
め
た

検
証
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
、
地
域
の

公
共
交
通
を
皆
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※�

「
バ
ス
の
日
」
は
、明
治
36（
1
9
0
3
）

年
9
月
20
日
に
、
京
都
市
で
初
め
て
バ

ス
が
運
行
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、昭
和

62（
1
9
8
7
）年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
で
か
け
」に
必
要
な
路
線
バ
ス

市
内
の
路
線
バ
ス

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

　

近
年
、
路
線
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
公
共

交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
の
継
続
運
行
に

は
、
将
来
の
利
用
者
と
な
る
子
ど
も
が
、

路
線
バ
ス
に
関
心
を
持
ち
、「
乗
っ
て
み

た
い
」
と
思
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
市
で

は
、
バ
ス
事
業
者
と
市
内
小
学
校
と
協

力
し
、
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
「
バ
ス 

の
乗
り
方
教
室
」
を
開
催
。
路
線
バ
ス 

の「
乗
り
方
」「
降
り
方
」「
マ
ナ
ー
」
を 

学
ぶ
他
、
運
転
席
に
座
っ
て
死
角
を
確

認
す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
で
き
な
い
経
験

も
し
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
大
好
評
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
へ
の
就
職
希
望
者
を
対
象
に
東
京
で
開
催
　

小
田
原
市
U
I

タ
ー
ン
就
職
応
援
合
同
説
明
会

U
タ
ー
ン
就
職

　
都
市
部
で
の
就
職
・
就
学
を
経
て
、
故

郷
に
戻
っ
て
就
職
す
る
こ
と
。

I
タ
ー
ン
就
職

　
出
身
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
で
就
職

す
る
こ
と
。

タ
ー
ン
就
職

　
地
方
か
ら
大
都
市
に
就
職
・
就
学
し
た

人
が
、
故
郷
近
く
の
中
規
模
都
市
に
就
職

す
る
こ
と
。

自
分
に
合
っ
た
会
社
を
探
そ
う

　

市
内
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
市
内
の
求
人
企
業
を
訪
問

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
。
11
月
と
平

成
29
年
1
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
面
接
希
望
者
の
持
ち
物

・
履
歴
書

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

   （
雇
用
保
険
受
給
中
の
人
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

   （
持
っ
て
い
る
人
）

山王小学校の児童を対象に行った
「バスの乗り方教室」
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あふれる 魅力 ハルネ情報 9月

主催・問 認知症をにんちしよう会　
　　　  ☎33-1825（高齢介護課内）
日  時  9月25日（日） 午前10時～午後4時
内  容  ・ステージイベント

　　　  ・脳年齢測定コーナー
　　　  ・認知症相談コーナー 
             など

主催・問 小田原・箱根「からくりパズル」を広める会　
　　　  ☎55-7887
日  時  9月24日（土）午後0時30分～2時30分（工作教室）

　　　  　　　　　　午後3時～4時30分（トークショー）
内  容  ・「糸

いと

駒
こま

箱」の制作
           （ 費  用  5,000円・ 定  員  30人程度（予約優先））
　　　  ・からくり職人の制作秘話が
             聞けるトークショー
申  込  9月20日（火）までに電話で。　

            ※トークショーは申込不要。

主催・問 FM小田原株式会社　☎35-5150
日  時  9月18日（日）①午前11時～11時30分

　　　　　　　　　 ②正午～午後0時30分
出  演  小田原少年少女合唱隊
曲  目  「花は咲く」

　　　　「サウンド・オブ・ミュージック」など

大人のためのからくり箱工作教室
＆トークショー「からくり箱の製作秘話」

HaRuNe Live
-小田原少年少女合唱隊ミニ演奏会-

認知症をにんちしよう会イベント2016

ミニ・壁屋まつり

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

〈連載〉

第10回小田原映画祭
〜シネマトピア2016〜開催記念展示 〜10月3日（月）ハルネギャラリー展示予定

主催・問 壁屋総本舗　☎44-4656（まち元気小田原内）
日  時  9月4日（日）午前11時～午後4時
内  容  ・手作り布小物、アクセサリーなどの販売

・ エコたわし、マカロンポーチ、
 ビーズストラップなどの制作ワーク 
 ショ ップ（ 費  用  500円～）

 ※ワークショップは当日受け付け。

　
部
員
の
森
田
嘉か

弥や

さ
ん
は
、「
小
峰
囃
子

は
一
番
長
く
練
習
し
て
き
た
曲
。
仲
間
と
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
よ
い
曲
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
部
長
の
加
藤
史ふ

み

雅ま
さ
さ
ん
が
挙
げ
る
チ
ー
ム

の
特
徴
は
、「
一
人
一
人
の
個
性
が
強
い
こ

と
」。
練
習
で
は
皆
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労

し
ま
す
が
、
大
会
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
す

る
と
強
い
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
総
務
と
し
て
部
を
支
え
た
鈴
木
帆ほ

の
か風

さ
ん

は
、「
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台
に
立
て
た

の
は
、
保
護
者
や
先
生
、
後
輩
に
支
え
ら
れ

て
き
た
か
ら
で
す
」
と
感
謝
の
思
い
を
に
じ

ま
せ
ま
す
。

　
相
洋
高
等
学
校

和
太
鼓
部
は
、
平

成
27
年
度
神
奈
川 

県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
「
第
26

回
郷
土
芸
能
発

表
会
」
和
太
鼓
の 

部
で
、「
知
事
賞
」 

を
受
賞
し
、優
勝
。 

ま
た
7
月
30
日
、

県
の
代
表
と
し

て
、第
40
回
全
国

高
等
学
校
総
合
文

化
祭
「
2
0
1
6
ひ
ろ
し
ま
総
文
」
郷
土
芸

能
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
演
奏
し
た
曲
は
「
小
峰
囃ば

や

子し

」
。こ
の
曲

は
、
相
洋
高
校
が
あ
る
「
小
峰
の
丘
」
に
ち

な
ん
で
、
平
成
22
年
の
創
部
20
周
年
記
念
に

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。2
年
前
か
ら
部
と
し

て
演
奏
を
始
め
ま
し
た
。3
年
生
の
部
員
に

と
っ
て
は
新
入
生
の
頃
か
ら
聞
き
、
演
奏
し

て
き
た
思
い
入
れ
が
強
い
曲
で
す
。
練
習
し

て
い
く
中
で
編
曲
し
、「
小
峰
囃
子
」
は
本
番

ま
で
進
化
し
続
け
ま
し
た
。

相
洋
高
等
学
校
和
太
鼓
部

仲
間
と
奏
で
る「
小
峰
囃
子
」

平
成
27
年
度
神
奈
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
第
26
回
郷
土
芸
能
発
表
会
」
和
太
鼓
の
部
　
知
事
賞

表敬訪問のようす

全国大会のようす

エコたわし

14
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
17

　
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
相
模
人
形
芝
居「
下
中
座
」。

地
区
内
の
小
竹
で
、約
3
0
0
年
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
人
形
芝
居
で
す
。

　
江
戸
時
代
の「
天て

ん

保ぽ
う

の
改
革
」に
よ
り
人
形
芝
居
が
禁
じ
ら
れ
、
下
中
座
は
中
断
し

ま
し
た
が
、
幕
府
の
目
を
逃
れ
て
稽
古
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
再
興

さ
れ
、こ
れ
ま
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
存
す
る
相
模
人
形
芝
居
の
林
座
、

長
谷
座（
と
も
に
厚
木
市
）、
前さ

き

鳥と
り

座（
平
塚
市
）、
足
柄
座（
南
足
柄
市
）、
下
中
座
で

構
成
さ
れ
る「
相
模
人
形
芝
居
連
合
会
」で
は
、年
に
一
度
、合
同
公
演
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
を
次
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
、
座
員
は
下
中
小
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
や
橘
中
学
校
の
部
活
動
の
中
で
人
形
の
演
じ
方
を
指
導
し
、児
童
や
生
徒
は
学

習
発
表
会
や
文
化
祭
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
を
卒
業
後
、
下
中
座
に
入
る

子
ど
も
も
い
て
、次
世
代
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
特
産
品
で
あ
る「
下
中
た
ま
ね
ぎ
」は
、生

で
食
べ
て
も
甘
く
、味
が
濃
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。地

元
畜
産
農
家
こ
だ
わ
り
の「
完
熟
牛
ふ
ん
堆
肥
」を

使
用
し
、有
機
物
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
畑
で
育
て
て

い
ま
す
。

　
平
成
13
年
か
ら
は
、畑
1
区
画
単
位
で
オ
ー
ナ
ー

と
な
り
、定
植・収
穫
体
験
を
す
る「
た
ま
ね
ぎ
オ
ー

ナ
ー
制
度
」を
開
始
。農
家
の
皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
の
交
流
が
実
現
し
て
い
ま
す
。今
年
も
11
月

に
定
植
し
、来
年
5
月
に
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

橘
北
地
区

約
3
0
0
年
、受
け
継
が
れ
て
き
た
人
形
芝
居

甘
く
て
濃
い
！ 

下
中
た
ま
ね
ぎ

市
内
で
最
も
東
に
位
置
す
る
橘
北
地
区
。

畜
産
や
農
業
が
盛
ん
で
、
里
山
や
棚
田
な
ど
、
美
し
い
自
然
が
残
り
ま
す
。

地
区
の
人
々
や
橘
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
協
力
し
、

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
や
救
命
救
護
講
習
な
ど
を
行
い
、助
け
合
う
地
区
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
相
模
人
形
芝
居「
下
中
座
」で
は
、
地
域
の

若
者
に
人
形
浄
瑠
璃
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

学
校
で
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
県
立

二
宮
高
等
学
校
で
の
部
活
動
の
指
導
や
、
前

羽
小
学
校
で
の
体
験
学
習
も
行
って
い
ま
す
。

　
人
形
芝
居
を
通
じ
て
、
伝
統
を
守
り
、
伝
え
、
育
ん
で
き
た
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
や

思
い
の
強
さ
な
ど
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

林美
み

禰
ね

子
こ
さん

相
模
人
形
芝
居

下
中
座
　
座
長

下中小学校のクラブでの練習 橘中学校の部活動での公演

収穫祭のようす



次回は…

第5通　

「まちなか
              健康づくりをしよう」

「地域　健康チェック～知っ　変わる自分の健康～」をお届けします。

健
康
の
た
め
の
「
休
養
」

　「運
動
」「
食
生
活
」
と
と
も
に
、健
康
づ

く
り
の
3
大
要
素
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い

る
の
が「
休
養
」で
す
。

　適
度
な
「
運
動
」
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た「
食
生
活
」に
加
え
、疲
労
回
復
と
な
る

「
休
養
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、心
身
の

健
康
が
図
ら
れ
ま
す
。

　市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
策
定
し
た
「
小
田
原
市
健

康
増
進
計
画
」で
は
、「
休
養
」
を
基
本
目

標
の
一
つ
に
定
め
、「
余
暇
を
十
分
に
楽
し

み
、十
分
な
睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ
う
」と
掲

げ
て
い
ま
す
。

「
休
養
」と
は

　「休
養
」
と
聞
く
と
、「
休
む
」こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け

で
な
く
、適
度
な
運
動
や
趣
味
な
ど
で
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、身
体
的
・
精
神

的
・
社
会
的
な
健
康
能
力
を
高
め
る「
養

う
」と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

「
休
養
」の
ポ
イ
ン
ト

○
眠
り
の
質
を
高
め
る

　適
切
な
睡
眠
時
間
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
大
切
な
の
は
、時
間
で
は
な
く
「
眠
り

の
質
」。
朝
、目
が
覚
め
た
と
き
に
「
ぐ
っ

す
り
眠
れ
た
」
と
思
え
る
睡
眠
が
、質
の
高

い
眠
り
と
い
え
ま
す
。

　質
の
高
い
眠
り
を
得
る
た
め
に
は
、規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛

け
る
こ
と
や
、適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、入

浴
は
就
寝
の
２
〜
３
時
間
前
が
理
想
的
。
就
寝
前
に
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
長
時
間
使
っ
た
り
、コ
ー
ヒ
ー
や
緑
茶
を

飲
ん
だ
り
、た
ば
こ
を
吸
っ
た
り
す
る
と
、眠
り
の
質
を
下
げ
て
し

ま
い
ま
す
。

○
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

　「ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
」「
音
楽
を
聞
く
」「
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
」

「
温
泉
に
行
く
」「
森
林
浴
に
出
掛
け
る
」
な
ど
、自
分
に
合
っ
た
方

法
で
、心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　海
・
山
・
川
な
ど
の
自
然
や
歴
史
に
ち
な
ん
だ
見
ど
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
小
田
原
の
ま
ち
を
散
策
す
る
こ
と
も
、お
す
す
め
で

す
。

未病を改善する
「いのちの循環」体感ツアー

健 康 応 援 コ ラ ム

よせ ぎ

　県西地域の地域資源や歴史、なりわいを
体験しながら、「未病を改善する」きっかけ
にするためのツアーが開催されます。

　生
活
の
中
に
、「
休
む
」
と
「
養
う
」
を
上

手
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、健
康
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

コース「海の恵みと地場産業体験」
小田原魚市場の見学や遊漁船乗船、かま
ぼこやちくわの製作を体験します。
　　 10月4日（火）
コース「箱根今昔と地場産業体験」
箱根温泉や恩賜箱根公園の散策、寄木作
りを体験します。温泉あり。
　　 10月12日（水）
コース「いにしえの箱根体験」
ちょうちん作りや箱根旧街道を歩きます。
温泉あり。
　　 10月19日（水）
コース「大地の恵みと健康体験」
季節野菜の収穫、健康太極拳を体験しま
す。温泉あり。
　　 10月26日（水）

A

B

C

D

日程

日程

日程

日程

　　 各ツアーとも5,980円（昼食込み）　　　       
　　　　一般財団法人箱根町観光協会観光
  　　　　交流センター（☎0460-85-5794）
　　 　　小田原箱根商工会議所

費用
主催・申込

企画・立案

脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。

（協力：小田原箱根商工会議所）

連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

健康づくり課　☎47-0820問
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8月1日現在 小田原市の人口 193,454人　79,783世帯（平成27年 国勢調査速報値基準）

新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。


